
令和６年度　江東区立　南砂中学校　学校関係者評価　期末評価　報告書
目指す学校像

目指す生徒像

目指す教師像

生徒 保護者 生徒 保護者

「基礎学力が身につくよう教えている」
が90％以上 Ａ Ａ

「生徒の『もっと知りたい』に応えている」が
90％以上 Ｂ Ａ

朝学習の充実
「よむYOMUワークシート」、検定に向けての学
習、ドリルパークの活用等、教科毎の特色を活か
した朝学習に全校で取り組む。

家庭学習への意欲向上
生徒・保護者評価９０％ Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 朝学習テスト及び再テストを実施することで、学習の成果が上がった。

次年度も継続させる。宿題に頼らない家庭学習法につ
いても指導をする。

チャレンジウエンズデーの活
用

チャレンジウエンズデーはマンダラシートを活用
し、生徒自身で改善できるよう指導する。

チャレンジウエンズデーが、自分の目標達
成のための取組ができている
生徒、保護者が80％

Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ
マンダラシートを活用し目標を立てさせたが、主体的・具体的な取り組みに繋がった生徒は少
なかった。家庭での自主的な取り組みとなり、水曜日に通塾や休息の時間と考える生徒への
受け止め方など評価方法が困難。

朝会・集会・学活で報告会等を設け、実施内容の共有
を通してして意識や意欲を高める。

学校行事を通して、全生徒に主体的に活動させ
る機会を多く作る。

学校行事に主体的な取り組みをした
生徒、保護者評価90％ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

少人数校であり、活動の機会は多々用意している。行事を通して集団づくりは進み、リーダー
シップも高まっている。より多くの生徒に機会を与え成長させることが課題。

リーダーシップを発揮する機会を眠らせている生徒に
声かけする。

縦割り活動を通して、生徒間の対話力や上級生
のファシリテーター力を育成する。

上級生としての自覚
３年生、保護者評価80％ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

縦割り学習会は数多く実施できた。上級生すべてが積極的にリードできるわけではなく苦手
意識のある生徒も一定数いる。

縦割り活動を継続することで、１年後、２年後の姿をイ
メージさせる。

生徒会自治活動を通して、学校生活と自己肯定
感の向上を図る。

学校生活の向上への貢献
生徒評価80％ Ａ Ｃ Ａ Ｂ 生徒会発信の取組が増えた。各自の仕事に対する責任感を徐々に育んでいる。

上級生としての自覚を促し、自己の責務を果たすこと
で自己肯定感を高める。

探究学習の充実
ＳＤＧｓ達成に向けて教科等横断的に探究学習
に取り組む。

各学年の「南中探究タイム」の目標の達成
が生徒評価80％ Ａ Ｃ Ａ Ｃ

目標が伝わっておらず、直近の課題（行事の準備や進路学習）に追われる傾向がある。探究
的な取組があっても、生徒が「探求学習」と捉えていない。

目標の理解と振り返りや自己評価をさせる。企業とのタ
イアップで「探究」を推進する。

道徳や特別活動において言語環境を高め多様
性を認める授業を行う。 Ａ Ａ 道徳の授業や特別活動を要として、多様性を認める啓蒙活動は行っている。

感想を書かせるだけでなく、朝会や学校便りで目的や
視点をアナウンスする。

障害スポーツに取り組むアスリートの生き様に触
れさせ、共生社会を理解させる。 Ｂ Ｂ

オリパラ講演会が年度末に単発で行なったことで、生徒の心に浸透するには取り組む時間が
少なかった。

時期を早めに行い、継続して取組を実施する。

「考え対話する道徳」を通して、自己・他者、自
然・社会との関わりについて深く考えさせる。

自分について、他人とのかかわり、社会と
のかかわり、自然や生命との関わりについ
て考える　生徒評価90％

Ａ Ｂ Ａ Ｂ
道徳で考え対話する時間や機会は十分確保している。ねらいを明確にアナウンスすることで
理解や意義が浸透するか。

アンケート時に、自分たちが取り組んだことを思い出さ
せる。

いじめ防止
自分ログ、生徒観察、質問紙調査や教育相談を
通して生徒に寄り添い、いじめの早期発見・解消
に取り組む。

学校は、いじめに対して早期発見・解消に
努めている
生徒・保護者評価90％以上

Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ
全教員が全生徒を観察し、３つの校内会議で情報共有している。アンケートでの発見も解消
後も３ヶ月追跡し、適切に取り組んでいると自負しているが、対応に不満な声もあった。

引き続き家庭とも連携しながら丁寧に対応する。

ＳＣやＳＳＷを活用し不登校生徒への個別支援を
行う。 Ａ Ａ 適宜連携をとりながら個別に支援を行っている。

不登校生徒への学ぶ機会を提供し学習評価を
積極的に行う。 Ａ Ａ 個別支援を行っているが、学習評価については難しい課題である。

C組、つばさ教室、及び校内委員会を連携させ、
生徒相互の成長を図る。 Ａ Ａ

学校公開を活用し、正しい理解と協力を受けられ
る体制（広報活動含め）を整える。 Ａ Ａ

「生活習慣やネットリテラ
シー」を向上させる。

「あ・じ・み・こ・し（挨拶、時間、身だしなみ、言葉
遣い、集中力）」の指導を徹底する。

「あ・じ・み・こ・し」の実践　生徒、保護者評
価90％以上 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

挨拶は、学年が上がるほど浸透しているが、スローガンの空振りで終わらないよう意義を繰り
返し伝えることが必要。

生徒会による呼びかけや意識向上を計画的に取り組
んでいく。

健康教育・食育指導を充実
させる。

「弁当の日」の実践や給食指導・食育を通して、
健康的な自立心を育成する。

毎日の給食や弁当の日を通して自分の健
康を考える機会がもてる　生徒評価９０％以
上

Ａ Ｂ Ａ Ｂ
ランチルーム給食や和食月間（次年度は週間）の取組における栄養士による講義等、また弁
当の日新聞発行も継続させた。１年生の料理研究家による調理実習は、弁当づくりのハード
ルを下げた。

次年度も継続して実施する。

平和学習
東京大空襲の講話や社会科の授業を通して平
和教育を行う

平和について深く考える　生徒評価90％ Ａ Ｂ Ａ Ｃ
アンケートの設問が「毎日のように平和に考える」と捉えられたか？道徳の授業の中で何度か
考えさせてきたが、それが平和学習であったという意識が持てていない。

設問内容の再考。「平和学習」という意識付け。新聞を
活用しての学習。

地域行事への積極参加
ボランティア活動等を通して地域の一員としての
自覚と自己肯定感を高める指導を行う。

地域行事等を通して培った地域への帰属
感　生徒、保護者８０％ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

他者との関わりを苦手とする生徒が多い。一部の生徒に限定され、機会が少なく生徒や教員
の意識も高くなかった。一方で保護者や地域高校生の参加が見られた。

参加しやすい時期の調整と機会の設定を増やし、呼
びかけをしていく。

講演会等外部人材を活用し
たキャリア教育の充実

生徒の生き方、在り方について考えるキャリア教
育を推進する

自分の生き方を考え、社会の中で生きてい
くための力が向上している　生徒、保護者
評価80％

Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
職業講話が単発に終わらないよう、調べ学習に終始しないよう、特別活動を要としてチャレン
ジ・ウエンズデーと連携した取組にすることが課題。

SDGｓの視点も加え、考える機会や広がりをもたせた指
導をする。

学校ＨＰの内容を充実させる。生徒の変容に対
応し、各種通信等を適宜発行する。

学校からの便り・ＨＰ等から「学校の様子が
分かる」　保護者評価９０％ Ａ Ａ Ａ Ａ

評価は高いが、HPの更新頻度は高いとは言えない。また発行している学年だよりが保護者に
ゆきわたっていない家庭が一定数ある。

教員の負担軽減も考慮しながら、充実させる。すぐー
るでの発行も検討。

生徒・PTAと一体になって生徒数増に向けての
広報活動を行う。

生徒数が今年度を上まわる（＋１０人） Ａ Ｂ 微増の予定。生徒数増を期待しない生徒・保護者・教員もあり、一体とはなっていない。
本校のあるべき姿、地域・家庭の求める学校の共通理
解が必要か。

シラバスは、学習の手引き・参考になった Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ シラバスは配布にとどまってしまい、活用していない生徒が多い。
シラバスを教室内に掲示したり、試験前に掲示したりし
て、活用方法の指導をする。

学校は、１人１人を大切にした教育が行
わっていると思う Ｂ Ａ

個別に学びについて理解されている。生徒への最適な学びの保障を継続さ
せることの難しさを感じている。教職員の人的体制をどう維持していくかが課
題。

学習支援員・別室支援員の活用を進めながら、１人１
人に寄り添った教育を進める。

具体的取り組みの検討を継続させる。特別支援学級
（自閉・情緒障害）の理解を全区において図っていく。

生徒会自治力を高め、生徒主役の学校づくりを更に進
めていく。

江東区教育委員会の質問事項

学校の総合評価 南砂中学校に入学して良かったと思う

本校の実態
に基づいた
家庭・地域と

連携

保護者・地域と
一体となった教
育活動の展開

学校からの定期的な情報発
信、掲示版やホームページ

や公開の充実活力ある学校規
模

非常に高い評価が得られている。

今年度の取り組み

Ａ Ａ

「自分が成長している」特別な支援を受け
ている生徒・保護者評価90％以上 Ａ Ａ

ＡB組とＣ組との望ましい「交流及び共同学習」ができている。Ｃ組の学校公開は、説明会参加
の生徒、保護者に限定して行っている。区の研修での広報活動も行った。Ａ Ａ

４月当初の不登校生徒が一部でも学校教
育に接することができた

別室やＢＳへの
登校につながっ
ている

特別な支援を要する生徒へ
の対応

校内委員会での情報共有、個別の指導計画を基
に、合理的な支援及び指導を行う

学校は生徒の悩みや相談に対して親身に
対応している　生徒、保護者評価90％ Ａ Ｂ Ａ

「 授業改善推進校」として区の指定を受け、１年間研修に取り組んだ。特に全教科コ
ラボ授業を行い、教材研究の視点や評価方法について学び合うことができた。

次年度も継続させ、授業を愉しめるものとして運
営する。

別室やＢＳへの
登校回数が増加
している

Ａ Ｂ Ａ

Ａ Ａ

全教員が全生徒を観察し、校内委員会で情報共有している。 引き続き家庭とも連携しながら丁寧に対応する。

引き続き家庭・関係諸機関と連携しながら「家庭以外
の居場所」を保障する。

生徒自治活動の向上

探究心の向上

豊かな心
健康な体
の育成

豊かな心の育
成

「多様性」の
尊重

人権・道徳教育の充実

学習意欲・
生きる力の

向上

生徒の
「主体性」
の向上

学力及び学習習慣の向上

健康的な生活
の確立

特別支援教育
の推進 交流及び共同学習

教育相談機能
の充実 不登校への対応

全ての人が尊重され活躍する社会の重要
性を考え行動している　生徒評価90％ Ｂ Ｂ

教科横断的な取組及び主体的に学ぶ態度の育
成を図る授業をテーマに研修を行う。 Ａ Ａ

重点領域 取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標 取
組

成果

学校教育目標
○　考え方や学び方を身につけ、創造力に富む人
○　心身ともに健康で、自らを鍛える人
○　温かい人間愛で結ばれ、心の豊かな人

○生徒がいきいきとともに伸びる学校 　　○保護者や地域とともに子どもを育てる学校　　○教職員がともに成長する学校

○主体的に学び行動できる生徒（主体性）　○他者を認め思いやりの心をもった生徒（多様性）　○地域社会に貢献できる生徒（連携性）

○研究と修養に励み、生徒の成長に向けた向上心をもち続ける教師
○生徒理解に努め、対話を大切に生徒を支援する教師　　　　　　　○柔らかな発想と積極的な実践ができる教師集団

学校経営理念

（１）生徒の主体性を重視した教育活動
○主体的に学ぶ姿勢を育てる授業を展開する。
○生徒の個性や特性を重視した教育活動を展開する。
○縦割り活動や学校生活の向上に積極参加することで、自己肯定感や誇りをもたせる。

（２）地域の公立学校としての使命
○教育公務員としての服務を順守し、私費負担の軽減化を図る。

取
組

成果

○短期ＰＤＣＡサイクルを廻し早期改善を図る。
○Ｃ組・つばさ教室と連携した交流及び共同学習を推進させる。
○不登校支援に組織的に取り組む。
○学校・保護者・地域の三者一体となり生徒を育成し、地域に根ざした学校づくりを進める。

（３）持続可能な社会の作り手を育成する。
○ＳＤＧｓ達成のために、探究し行動し発信できる人材を育成する。

中間評価 期末評価
次年度に向けた

改善策成果と課題


